
【掃】説文解字には不録で、篆書では「埽」を使う。干禄字書
では、「掃」を〈通〉、「埽」を〈正〉とし、異体字の扱いにし
ている。
【捻】2010年（平成22年）に常用漢字表に追加された。

掃
埽

掻
搔

探

掴
摑

捺
捻
排
描
捧

ソウ
はく

ソウ
かく

タン
さぐる
さがす

カク
つかむ

ナツ
おす

ネン
ひねる

ハイ

ビョウ
えがく
かく

ホウ
ささげる

常①

④

①

③

卿 6常①

①

人③

人①

常①

常①

常①

人①

搔

掃

捺

掴

探

描描

排

掃

探探

搔搔

捺

捧

捧

排

扫
粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

元暦萬葉②

元暦萬葉⑦

元暦萬葉⑫

江談抄

雲紙本朗詠

元暦萬葉⑰

元暦萬葉⑱

節用

節用

節用

節用

節用

節用

手 8

土 8

手 10

手 8

手 11

手 8

手 8

手 8

手 8

手 9

坊っちやん

こころ

坊っちやん

こころ

こころ

× 干禄〈通〉 中国

台湾 香港

台湾中国

香港

台湾中国

香港

中国・香港

中・台・香

台湾

中国 香港

台湾中国・香港

中国

香港

中国・台湾

台湾・香港

説文不録

説文・土部

説文・手部

説文・手部

説文不録

説文不録

説文・手部

説文・手部

説文・手部

説文不録

武威漢簡 北海相景君碑

王舎人碑

張遷碑陰

集字聖教序

集字聖教序

楊大眼造像 房山雲居寺石経

孔子廟堂碑

伊闕仏龕碑

薛曜・夏目遊石淙詩

干禄字書

五経・土部

五経・手部

五経・手・説文

五経・手・隷省

聾瞽指歸

杜家立成

王勃詩序

法華義疏

王勃詩序

聾瞽指歸

捻 捻捻
台湾

362 363

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【手】掃
8
掻

8
探

8
掴

8
捺

8
捻

8
排

8
描

8
捧

8

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【揃】JIS2004で例示字形が改定された。改定前の字形は「揃」。

掠

握

援

換
揮
揃

提

リャク
リョウ
かすめる

アク
にぎる

エン

カン
かえる
かわる

キ

セン
そろい
そろう
そろえる

テイ
さげる

人①

常①

常①

常①

卿 6常①

人①

経 5常①

掠

揃揃

挥

握

提

掠

援

揃

揮

握
元暦萬葉⑰

伝藤原行成

元暦萬葉①

金峯山埋経願文

屏風土代

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

節用

節用

節用

節用

農家用文章大全

商売往来

節用

節用

手 8

手 9

古文

手 9

手 9

手 9

手 9

手 9

坊っちやん

こころ

こころ

こころ

こころ

こころ

こころ

坊っちやん

こころ

坊っちやん

×

◯

中国・台湾

香港

中国・台湾

香港

中・台・香

台湾中国

中国

香港

台湾・香港

中・台・香

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

新附・手部

説文・手部

説文古文

説文・手部

説文・手部

説文・手部

説文・手部

説文・手部

敦煌漢簡

馬王堆

居延漢簡

銀雀山竹簡

馬王堆

馬王堆

熹平石経

甘陵相残碑

史晨前碑

池陽令張君碑

熹平石経

三老諱字忌日記

張遷碑

書譜

書譜

集字聖教序

呉瑱墓誌

比丘尼統慈慶墓誌

寇治墓誌

元虔墓誌

元楨墓誌

楊大眼造像

崔敬邕墓誌

劉根等造像

九成宮

孟法師碑

等慈寺碑

道因法師碑

五経・手部

五経・手部

五経・手部

五経・手部

五経・手部

聾瞽指歸

聾瞽指歸

王勃詩序

聾瞽指歸

聾瞽指歸

換换
中国 香港

換
台湾

364 365

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【手】掠
8
握

9
援

9
換

9
揮

9
揃

9
提

9

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【搭】1981年（昭和56年）に当用漢字表外から常用漢字表に追加
された。
【携】『教育上より見たる明治の漢字』では「攜」を親字とし
て「携」と「擕」を異体字としている。『陸軍幼年学校用字便
覧』では「携」を親字として、「擕」を同字、「攜」を本字と

している。
【搾】中国では木偏の「榨」を使う。ほとんど使われた形跡の
ない字。いつできた字なのだろう。

人②

搭
揖

揚

揺
搖

携
攜

擕

搾
摂
攝

トウ

ユウ
シュウ
あつまる
ゆずる

ヨウ
あげる
あがる

ヨウ
ゆれる　ゆる
ゆらぐ
ゆるぐ
ゆする
ゆさぶる
ゆすぶる

ケイ
たずさえる
たずさわる

サク
しぼる

セツ

常①

①

常①

常①

人②

常①

②

④

常①

常①

搭

揚

扬

揖揖

攜

携

搖

搭

摇

揖

攜

搖

攝

攝摄

佚名白詩

大江朝綱紀家集

屏風土代

元暦萬葉⑩

三体白詩

屏風土代

元暦萬葉④

元暦萬葉⑬

節用

日本永代蔵

開花一寸用文

五穀無尽蔵

手 10

手 9

手 9

手 10

手 18

木 10

手 18

こころ

こころ

こころ

坊っちやん

こころ

明治の漢字陸軍・同字

陸軍・本字

陸軍

×

◯

 ×

明治の漢字

明治の漢字

中国・香港 台湾

台湾中国

香港

台湾・香港

中国

中国 台湾

香港

台湾

中国

香港

香港

台湾中国

殷・金文

金文

史頌𣪘

令鼎

説文不録

説文・手部

説文・手部

説文古文

説文・手部

説文・手部

説文不録

説文・手部

武威漢簡

武威漢簡

敦煌漢簡

曹全碑

孔宙碑

桐柏廟碑

張遷碑

張遷碑

淳化閣帖

智永千字文

興福寺断碑

王献之

集字聖教序

弔比干墓文

鄭羲下碑

弔比干墓文

元彦墓誌

元彦墓誌

昭仁寺碑

九成宮

元公夫人姫氏墓誌

美人董氏墓誌

雁塔聖教序

五経・手部

五経・手部

五経・手・説文

五経・手・隷省

五経・手部

聾瞽指歸

王勃詩序

王勃詩序

王勃詩序

聾瞽指歸

榨 榨
中国 香港

榨
台湾

366 367

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【手】搭
9
揖

9
揚

9
揺

9
携
10
搾
10

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【搬】説文解字では「搫」の字体で「搫護不正也（搫護とは正しく
ない意である）」とあり、現在の「搬」とは意味が異なるので、
別字種とするべきかもしれないが、参考のために掲載した。
【摸】「摹」とは部品の位置が変わる動用字（移構）の関係にあ
り、意味も同じだが、漢和辞典や康煕字典では別字として掲

載しており、書道字典では異体字として掲載している。
【摺】JIS2004で例示字形が「摺」から変更された。
【摘】「擿」を異体字として扱っている字典もあるので、参考
として掲載する。

損

搬

摸
摹

撃
擊

摺

摘
擿

ソン
そこなう
そこねる

ハン

モ
ボ
バク
さぐる
うつす

ゲキ
うつ

ショウ
する
ひだ

テキ
つむ

教 5常①

常①

①

③

常①

人③

人①

常①

④

损

搬

摺

搬

摹

击

擊

擊

摸

擿

損

摸

摘摘

摺摺

摹

擿

擿

元暦萬葉⑰ .

元暦萬葉⑦

元暦萬葉⑦

性霊集

冥加訓

節用

節用

節用

節用

節用

百姓往来

手 10

手 10

手 10

手 11

手 11

手 13

手 11

手 11

手 15

坊っちやん

坊っちやん

こころ

坊っちやん

坊っちやん

こころ

×

◯

五経・訛

中国

台湾・香港

中国

香港

台湾

中国

台湾

香港

中国・香港

中国・香港 台湾

台湾中国

香港

香港中国・台湾

中国 台湾

香港

説文・手部

説文・手部

説文不録

説文・手部

説文・手部

説文・手部

説文・手部

説文・手部

銀雀山竹簡

馬王堆

居延漢簡

銀雀山竹簡

武威漢簡

西嶽華山廟碑

武威漢簡

熹平石経

史晨前碑

智永千字文

高貞碑

孟法師碑

暉福寺碑

元周安墓誌

魏霊蔵造像

九成宮

乞伏宝墓誌

伊闕仏龕碑

昭仁寺碑 五経・手部

五経・手部

干禄字書

干禄字書

五経・手部

聾瞽指歸

聾瞽指歸

搬
台湾

368 369

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【手】損
10
搬
10
摸
10
撃
11
摺
11
摘
11

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【摯】2010年（平成22年）に常用漢字表に追加された。
【撰】JIS2004で例示字体が「撰」から「撰」に変更された。

①

摩

摯
撹
攪

撮

撒
撰

撤
撞
撚

マ

シ

コウ
カク
みだす
まぜる

サツ
とる

サン
サツ
まく

セン
サン
えらぶ

テツ

ドウ
トウ
シュ
つく

ネン
ひねる
よる

常①

常②

①

②

常①

人①

人①

常①

人①

摩

摯

撰

撞

捻 撚

撞

撰

摩

撒

撮

攪

摩

撮

搅

撤

挚

撒

撮

撤

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

大江朝綱 紀家集

佚名白詩

前田本北山抄

伏見天皇 後撰集

藤原道長 御堂関白記

屏風土代

節用

節用

節用

算法地方大成

続消息往来

節用

節用

手 11

手 11

手 20

手 12

手 12

手 12

手 12

手 12

手 12

坊っちやん

こころ

こころ

不折俳画

陸軍

陸軍

× 中国 台湾

香港

中国 香港

中国

中国

台湾

台湾・香港

香港

中国・香港 台湾

台湾

中国・台湾

中国 香港

香港

中国・香港

中国 香港

甲骨文 睡虎地秦簡

説文・手部

説文・手部

説文・手部

説文・手部

説文不録

説文不録

説文不録

説文・手部

説文・手部

武威漢簡

銀雀山竹簡

西嶽華山廟碑

魯峻碑

史晨前碑

智永千字文

元欽墓誌

鄭羲下碑

道因法師碑

等慈寺碑

房山雲居寺石経

孔頴達碑

太僕卿元公墓誌

魏拪梧 善才寺碑

五経・手部

五経・手部

干禄・序

九経・手・序

五経・手部

聾瞽指歸

聾瞽指歸

聖武天皇雑集

聾瞽指歸

聾瞽指歸

最澄 久隔帖

性霊集

聾瞽指歸

摯
台湾

撤
台湾

撚
台湾

370 371

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【手】摩
11
摯
11
撹
12
撮
12
撒
12
撰
12
撤
12
撞
12
撚
12

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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